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【単位：円】
予算額 決算額 差額 備考

収　入

運営費交付金収入 714,525,200 722,146,750 7,621,550

自己収入 276,555,000 272,106,062 △ 4,448,938

入学金及び授業料等収入 254,144,000 247,104,583 △ 7,039,417

雑収入 22,411,000 25,001,479 2,590,479 （注１）

受託研究等収入 15,217,000 16,438,471 1,221,471

前中期目標期間繰越積立金取崩収入 22,000,000 30,518,736 8,518,736 （注２）

1,028,297,200 1,041,210,019 12,912,819

支　出

教育研究費 109,837,000 93,686,320 △ 16,150,680 （注３）

人件費 739,263,000 704,210,168 △ 35,052,832

管理費 163,980,200 190,646,558 26,666,358 （注４）

受託研究等経費 15,217,000 3,684,541 △ 11,532,459 （注５）

1,028,297,200 992,227,587 △ 36,069,613

○

○ 予算と決算の差異について（主な原因）

（注１）

（注２）

（注３）

（注４）

（注５）

本表は当法人の年度計画における当初予算に対する決算の状況を表示しております。したがって、財務諸表と
は科目表示が異なり、各科目での算定条件も異なっております。
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区分

計

計

科学研究費助成事業の採択増に伴う科学研究費間接経費収入の増及び日本学生支援機構の新型コロナ
ウイルス感染症対策助成事業助成金の交付、国の障がい者トライアル雇用助成金の交付があったことによ
り収入が増加しています。

新型コロナウイルスの影響による実習や出張の中止、教員の欠員等による研究費の減等により支出が減少
しています。

（注２）の前中期目標期間繰越積立金活用事業費を管理費から支出したことにより支出が増加しています。

使途特定寄附金研究費、共同研究費の不執行（翌年度繰越）に伴い、支出が減少しています。

前中期目標期間繰越積立金を活用して以下の事業を実施したことにより取崩額が増加しました。
○前中期目標期間繰越積立金活用事業
　電動医療用ベッドの更新、看護実習モデル人形の購入、実習室の改修、CPS（セントラルパイピングシステ
ム（酸素吸入・吸引））実習装置の追加購入、小児の身体診察シミュレータの新規購入、オンライン電子カル
テシステムの新規購入、純粋・超純水作製装置及び純水貯水タンクの更新、細胞培養関連装置一式の購
入、マイクロピペットの購入、超低温フリーザーの更新、教育用顕微鏡の購入、ホームページサーバーのクラ
ウド化、焼却炉煙突撤去工事、浄化槽排水用の放流槽修繕、各教室ガス漏れ警報器取替、ケヤキ植樹の枝
打ち剪定、本館給湯用ボイラー取替工事、北棟東側階段の手摺の設置、大学院生用ノートパソコンの更新、
正門付近ケヤキ廻り床タイル工事、花壇のリニューアル


